
プール検査について

学校保健委員会プール担当 原島匠美



循環ろ過装置の処理水の濁度について

• ４月の学校訪問時に採水栓の位置、形状等を確
認しておくこと。

• 点検有無や故障がないかの確認をしておくこと。

（プール検査当日に慌てないために！）

• ５分程度放水を行った後に採水すること

• 採水栓からの水で２～３回洗うこと

採水瓶
（200mLポリ容器）

【循環ろ過装置の採水栓】

学校によって形状が違います！



「滅菌ハイポ入採水瓶」での採水
方法について

• 大腸菌及び一般細菌の検査に用います

• 採水地点は中層（水面下20ｃｍ）で行う

• 袋から取り出し、蓋を開けずに水中に入れる

• 水中で蓋を開けて、水中で蓋を閉める

満水で持ってきて下さい



こども園の調査票について

• 今年度は聞き取り調査、及
び残留塩素濃度の測定を
行います

• 実施はこども園と日程調整
の上行って下さい。



プール検査で採水した検体ってその
後どのように検査してるの？

• 大腸菌と一般細菌は学校保健委員のメンバーで
検査室で行っています。

• 過マンガン酸カリウム消費量、濁度、総トリハロメ
タンは検査機関に送られます。

委員が行っている
大腸菌及び一般細菌の培養・検査を紹介します



プール検査＜細菌培養操作＞

• 一つのプール検水につき、大腸菌検査 1本
一般細菌検査 シャーレ2枚 を作成します。

大腸菌検査 一般細菌検査



プール検査＜一般細菌検査＞

• 定量試験である 一般細菌検査から操作します。

• 検水から、メスピペットを用いて1ｍｌを測り、シャー
レに入れます。

結果に影響しないよう、

操作の前後はアルコール
消毒をし、空中落下細菌
が入らないようにシャーレ
は最小限だけ開けます。



プール検査＜一般細菌検査＞

• 検水の入ったシャーレに、寒天培地
を流し込みます。

• 寒天培地は事前にオートクレーブで
滅菌して冷蔵庫に保管。当日に加
温溶解し、約50℃の恒温槽に入れ
ておきます。

温度が低いと均一に
ならずダマが出来る。

温度が高いと細菌が
死滅してしまう。



プール検査＜一般細菌検査＞

• 寒天培地をシャーレに流します。

• 培地の入ったフラスコは、上部を火で炙り、雑菌の
混入を防ぎます。



プール検査＜一般細菌検査＞

• 検水1つにつき、2枚の検体が出来ました。

• ブランクとして検水なしの、寒天培地のみ流し込ん
だものも作成します。



プール検査＜大腸菌検査＞

• 大腸菌検査は定性検査です。

• 大腸菌検査用の培地に、規定量の検水を注ぎ、
混和します。一般細菌とは違い、用量は厳密
ではありません。

水道水でブランクも作ります

副会長もやってます



プール検査＜細菌培養操作＞

• 作成した検体は36±1℃の孵卵器で24±2時間培
養します。

• 一般細菌はシャーレをひっくり返して置きます。
どの培地を使ったか分かるように並べます。24±2時間経過後…



プール検査＜判定 一般細菌＞

• 培養後のシャーレを取り出し、コロニーの数をカウ
ントします。

• コロニーが多く、また均等に分散
している場合は、1/4の範囲をカ
ウントし、4倍して計算することも
可能です。

• 2枚の平均値が検査結果となり
ます。

• 一般細菌数200コロニー以下な
ら基準値内となります。



プール検査＜判定 大腸菌＞

• 培養後の検体を取り出します。

• 液の色が変化無いもの、白く
濁っているもの、緑色のものな
どありますが、この段階では陽
性かの判断はできません。

• UVライトを照射したとき、比色液
よりも強い蛍光を発した場合に
陽性となります。



プール検査＜判定 大腸菌＞

• 部屋を暗くして、UVライトを照射し、蛍光を比較します。

• この検体は「陰性」の判定となります。

検体 比色液

＜参考・比色液との比較写真＞



大腸菌陽性時の対応

委員より大腸菌
陽性の連絡

担当校へ、
①プール使用中止を伝える
②遊離残留塩素濃度を2~3mg/L
へ上げるよう伝える

学校保健検査室などで
①二次検査のための書類
②滅菌ハイポ入り採水瓶
の2点を受け取る

南MC検査室もしくは学校保健

検査室にて、大腸菌検査試薬へ
検水を入れ、36±1℃の孵卵器
へ入れ、培養する

24±2時間後に、比色液との比
較で蛍光の有無を判断する

大腸菌二次検査で陰性の判定
であれば、担当校へプール使用
再開の許可を伝える

薬剤師会へ、再検査結果の報
告書を提出する

プールの遊離残留塩素濃度が
基準値(0.4~1.0mg/L)まで下がっ

たことを確認し、滅菌ハイポ入り
採水瓶へ採水する

水の総入れ替え
は行わない!!



その他連絡事項

• 新人研修は７月２日（日）実施

• プール開始前に学校で使用する消毒薬、水質検査試験
紙の使用期限、保管状況を確認しておくこと

• 検査だからと必要以上に塩素濃度を上げないよう注意

（2mg/L以上の学校が多々見受けられます）

• プール検査実施の翌日は薬局、携帯電話等で連絡が取
れるようにしておくこと

（学校保健委員よりTELがある可能性あり）



ご協力よろしくお願い致します！

神原副会長

田中委員長


